
朝霞和光資源循環組合 施設課
連絡先 048-424-2253 (和光市役所内5階)

◆事業スケジュール

◆施設配置/動線計画

運営方法・運営期間

〇 PFI等導入可能性調査の結果を踏まえ、以下の理由により事業方式を「DBO方式」とします。

・ 公共財政負担額が公設公営方式よりも低く、最もVFMがあり（4.6％）、経済性に優れた事業方式である。

・ 定性的評価において「競争性の確保」「リスク分担」「財政見通し」等、公設公営方式より優れている。

・ 市場調査において回答のあった5者全てが「DBO方式」での参入を希望しており、競争性が期待できる。

〇 運営期間については、本施設の稼働から20年間とします。

（長寿命化を念頭に、30年以上の施設利用を前提とした維持保全を行います。）

（大規模な基幹改良工事は、リスクコストを軽減するため本事業に含まないものとします。）

運営事業の業務範囲

〇 受付計量業務、運転管理業務、維持管理業務、環境管理業務、有効利用等業務、情報管理業務、防災管理

業務、その他関連業務を一括して運営事業者が行います。

〇 焼却残渣の運搬及び処理・資源化業務及び資源物及び処理困難物等の運搬及び資源化業務については、

運営事業の範囲とせず、組合が責任をもって行います。

〇 要求水準の確実な履行を目的として、運営期間にわたりモニタリングを実施します。
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◆運営方法/運営期間/業務範囲

◆中間処理施設の概要（処理フロー）

〇 「エネルギー回収型廃棄物処理施設(ごみ焼却施設)」では「燃やすごみ」を焼却処理し、排熱を用いた発電により自らの運転電力を賄うほか、余剰電力を売却することで、事業費の抑制に
努める計画としています。

〇 「マテリアルリサイクル推進施設（不燃・粗大ごみ処理施設）」では「燃やせないごみ」や「粗大ごみ」を破砕・選別し、鉄やアルミなどの有価物を資源化するとともに、残渣類は「エネルギー
回収型廃棄物処理施設」で熱回収を行い、環境に配慮しながら効率的なごみ処理を行います。

〇 敷地内に搬入車両の待機動線を十分に確保し、施設周辺への車両の
影響を抑制します。

〇 周辺環境や景観に配慮した設えとし、来訪者が気軽に立ち寄り、憩う
ことができるオープンスペースやベンチなどを設けます。

〇 令和12年度の稼働を目指し、各種調査を踏まえ、令和4年9月に「施設整備基本計画」を策定しました。
〇 令和4年度後半から整備運営事業者の選定に向けた手続を進めており、令和6年度末には整備運営事業

者と契約を締結し、令和7年度から11年度の約5年をかけて、旧ごみ焼却場の解体及び新施設の設計・
建設工事を進めていく予定です。

※ 本イメージは「施設整備基本計画」に掲載した参考図であり、実際の施設
配置・動線計画は事業者提案を踏まえた実施設計により決定されます。
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